魔法の箱(仮題)(第4稿)　　　　下野友也
母親　　　苑莎
息子　　　下野友也

魔女　　　加藤朝子
ロボット　中坪俊

人形　　　佐野恵子

いろいろ　根来康介

第1場

(舞台は二つに分かれており、照明で区切る。上手にはちゃぶ台と座布団があって家庭のリビングルームのような感じ。母親・息子が座っていて、ロボットが息子の真後ろに突っ立っている)

息子　　　母さん、俺、どうしても伝えたいことがあるんだ。

母親　　　なによ、急に改まっちゃって。どうしたの？

息子　　　おれさ、あのさ、ええと…。

母親　　　なによ、そんなに言いにくいことなの？

息子　　　おれ、ロボット工学やっぱやめる！

母親　　　へ！？

息子　　　それでさ、魔法使いなろうと思うんだ！

母親　　　！？はあっ？！

息子　　　(母親の驚きにお構いなしに身を乗り出し)きっとすごいんだ、こうして花よ咲けっハイヤー！

母親　　　(息子の頭をひっぱたく)何寝言言ってるの？気は確か？

息子　　　なにするんだ、ちゃんと考えて出した結論なんだよ。
母親　　　嘘おっしゃいっ。あなた、今日で歳いくつになったの？

息子　　　二十歳。

母親　　　そうよ、今までは確かにそういう空想もありはありだったわ。でもね、ティーンエイジャーはもう終わったの、夢見る少年じゃいられないのよ！

息子　　　失礼だな！夢だの空想だの。話聞いてよ。　やっぱりさ、今の科学ではどうしても行きつけない、何かって感じちゃってるんだよね。だから俺はもうロボット工学、いやひいてはサイエンス全体に見切りをつけたんだ。そして、俺は魔法に注目を始めた。
母親　　　そんなこと言って、いい？女手一つで育てたあたしにこれ以上苦労をかけさせないで！　それにあなたは将来有望なのよ？　ほら、先週なんてこんなすごいロボット作ったじゃない。(ロボットを持ち出す)
息子　　　こんなの、何の役にもたちゃしないよっ(ロボットの頭をひっぱたく)

ロボ　　　オワター
息子　　　僕の開発した包括的神経感覚探知システム、ふん、平たく言えば刺激与えたらオワターって言うだけだろ、屁の役にも立ちゃしないよ。
母親　　　そんなこと言って、すごいじゃないの。(と言って何度も叩く)

ロボ　　　オワターオワターオワターオワター…

息子　　　こんなもの！(ちゃぶ台に叩きつける)
母親　　　あっ

(ロボットはオワターをしながらむくりと起き上がり、息子の背後につく)

息子　　　全自動追尾歩行システム。ふん、平たく言えば僕のストーカーじゃないか。きめえ。
(インターホンが鳴る)

母親　　　はーい？

配達員　　まいどー、宅急便ですー。(上手より箱を運搬)
息子　　　ああそれ俺のたのんだやつ。どうもありがとうございます。

配達員　　料金着払いなので、20000円になります。

息子　　　はいどうぞ。

配達員　　おおきに。まいどー。(はける)
息子　　　来た来た来た来た(箱から人形を取り出し立たせる)

母親　　　ちょっと、なんなのこれは？

息子　　　呪いの人形。魔法使いにはやっぱいわくつきのものがないとねっ。んではさらばっ
母親　　　あ、ちょっと話は終わってないのよ。もう。
(息子、人形を抱えて、下手へ移動。ロボットもそれについていく。そこが息子の部屋となっている。照明を、上手を大分暗くして、下手を明転させる。なかには小さいテーブルとパソコンがある。　息子、人形にセクシーポーズをさせた後、傍らに置いていた魔法の杖で、訓練を行う。母親はぬいぐるみを抱えて眠る。ロボットは息子の後ろでひたすら息子と同じ動作を追尾して行う)

息子　　　日々の鍛錬こそが魔法使いへの最短の道。(教科書を読む)COUNT DOWN呼吸が止まる、COUNT DOWN瞳孔散大、時間よ増えろ…。
 (後方に置いていた人形が微妙に動き出す)

人形　　　ちっ！(舌うちして静止)
息子　　　あれ、いかんいかん。いつのまに傾いたんだ？
(片付ける。息子は再び練習するがまた動く。)

息子　　　あれ、また…か？

(息子、片づけた後、今度は凝視し続ける。人形動く。)

息子　　　あーなるほど。そういうことか、人形が勝手に動いたって話ね。ふむふむ、ってえええええええええ？

人形　　　気づくの遅いわよ！
息子　　　うわしゃべったっ。気味悪いなー。

人形　　　しょうがないじゃない、あたし、呪いの人形のはしくれよ。
息子　　　でも、これはすげえ。大枚はたいた甲斐があったぜ。

人形　　　そう、よかったわね。でね、折り入って頼みがあるの。
息子　　　頼み？

人形　　　実はね、この身体って、と～っても動きにくいの。だから、ね。その後ろのやつに乗り移りたいなーって。
息子　　　え、こいつ？(後ろを振り向き指さす)

ロボ　　　(後ろを振り向き指さす)

息子　　　お前だよおまえ(頭をひっぱたく)

ロボ　　　オワター

息子　　　こんなんでいいの？

人形　　　全然かまわないわ。少なくとも今の身体よりはよっぽど動きやすそうに見えるわ。お願い。
息子　　　オッケーいいよ。正直こいつ使えないから粗大ゴミに出そうかと思ってたけど、そういう有効活用もありだよな。よし、じゃどうすればいい？

人形　　　顔をあたしの方に向けてちょうだい。
人形　　　(の声音響で)チェンジ！

明転。人形は完全に沈黙。ロボットは自分の動きの感触を確かめ始める。

息子　　　これはひょっとして…。

ロボ　　　乗り移れた。

二人　　　やったやったー(一緒に飛び跳ねる)

息子　　　うわー、いい体験できたなあ…。やっぱこういう神秘ってあるんだ…。
ロボ、杖で息子を殴り倒す。

息子　　　わっ、な、何するんだ！

ロボ　　　ははは、この邪悪な心に丈夫な体があればもう怖いものなしなのよ！うりゃあ！(タコ殴り)
息子　　　(うずくまり)やめてー！(しばらく殴り続ける)
ロボ　　　あらこいつ気絶しちゃったのね。つまんなーい。あー、にしても悪いことがしたいわー！

ロボ、上手に移動。照明は下手を暗くし、上手を明るく戻す。

ロボ　　　オワター(超シブい声)
母親　　　あら、息子のロボットじゃない？一体どうしたのかしら。

ロボ　　　オマエ、オワター

母親　　　へ？

ロボ　　　うおらーーーっ。

母親　　　キャーッ

ロボ、母親を追いかけまわす。ロボット、母親の首を絞めて殺害。

ロボ　　　(むくりと立ち上がる)なんなの、この気持ち…。

スクリーンに「★★★★★★★」が映し出される。ロボット銃で撃つと、一発につき、★ひとつが文字化してゆく。最終的に「人殺しの気持ち」と出る。

ロボ　　　人殺しの、気持ち！(音響カットイン、明転)あー、お外でも悪いことしなっくっちゃ♪
(ロボット上手にはける。母親よろよろと苦しげに起き上がる)
母親　　　あたしはまだ死んでないわ…。(ちゃぶ台にあったペンと紙に何事か書き残す)ぐふっ　(ばったり倒れる。上下全部明転)

息子　　　ふあー、あれどうしたんだっけ？はっ、奴はどこへ？(リビングへ。)あっ、母さん、母さんしっかりして、母さん！
母親の身体を揺さぶったら紙が落ちる。

息子　　　これは…？

息子　　　前略、息子へ。元気にしていますか。…。

(途中から母親の音声にとってかわる。)

母親　　　…元気にしていますか。お母さん、ロボットに襲われて今死にかけているのよ。はあと。
息子　　　ずいぶん軽いノリだなっ！

母親　　　。
息子　　　母さん…。
母親　　　そういえば、まだ話してなかったわね。あなたの父親について教えます。

息子　　　え、親父！？

母親　　　(ベルの音)あら電話が来たようね、ちょっと待ってて。

息子　　　え、何で手紙で電話が出てくるんだよ！？それにおやじの話はどうなったんだよ。もしもし、もしもし！？

母親　　　では最後に。
息子　　　だから親父の話は！

母親　　　もしお母さんが死んだら、亡骸は人形の箱に入れて、頭にはあたしの大好きな豆腐のヌイグルミを置いて頂戴ね。最後の親孝行だと思って。じゃあ、健やかに生きてください。母より。
息子　　　(箱に母親を収納し、顔に豆腐をのせる)母さん…。うわああん。
(箱に顔をうずめ、泣く。そこへ上手より、魔女が颯爽と現る。しばらく軽やかに舞台上を駆け巡り、鼻であちこちのにおいを嗅ぐ。)

息子　　　(顔をうずめたまま)嫌がらせなら出でけよ。

魔女　　　匂う、匂うわ。

息子　　　何がだよ！つか勝手に人の家にあがんじゃねえよ！

魔女　　　あなたからもね。(魔女、息子の顎を掴みなでさする)

息子　　　何すんだ、さわんな

魔女　　　聞き分けの無い子ね、(怪しげな動き)えいっ(杖でひとたたき)
息子　　　は？、あれ、か、体が動かない…

魔女　　　(全身の匂いを嗅ぎながら)この家といい、あなたといい、妖気の香りがぷんぷんするわ。あんた最近何かあったのかしら？

息子　　　あったもなにも…かくかくしかじかの

魔女　　　まるまるの、うまうま、そういうことね。ふーん。あんた、いじめられてるのかあ。
息子　　　まったく伝わってねえ～。だからこれこれこういうことがあって！

魔女　　　なるほど。最初からそう言ってくれたらよかったのに。

息子　　　なんかさっきと違いあったかな？うん、まあそういうこと。だから、金縛りといてくれないかな？

魔女　　　(白目むいて)ふんがーっっっっ
息子　　　おおっ、体が。ていうか、あなたはひょっとして！(部屋に移動、教科書を取ってくる)この本の作者の「月影乃藻屑(つきかげのもくず)」先生？

魔女　　　あら知ってたの、まさしくその通りあたしは月影乃藻屑よ。

息子　　　握手してください。(握手する)

魔女　　　では私は行くわ。悪霊が500馬力のロボットに乗り移った状態はきわめて危険。放置はすなわち世界の終わり。すぐにでも除霊だわ。

息子　　　藻屑先生、お願いがありますっ。

魔女　　　あら何かしら。

息子　　　うちの、うちの母さんを、生き返らせてください。お願いします！

魔女　　　(少し間をおいて)いいわ、この方も悪霊の被害者だものね。(魔法の呪文っぽくぶつぶつ唱える)、とうふ！ 

(豆腐のぬいぐるみを、杖でぶっ叩く。)

母親　　　ぶほっ！(しばらく咳き込む)

息子　　　手荒だなおいっ！

魔女　　　でも見事によみがえったわ。

母親　　　あーびっくりした。豆腐の角に頭ぶつけて生き返っちゃったわ。
息子　　　母さん！(抱きつく)

母親　　　おやおやいったいどうしたの？
息子　　　実はさ、かくかくしかじか。

母親　　　まるまるうまうま。あんたっ、いじめは一人で抱え込んじゃダメなのよ！

息子　　　やっぱそうなるのかよ！あーもう、実は、これこれこういうことで。

母親　　　まあ！だからあたしは魔法なんて反対って言ったのよ。
息子　　　それとこれとは話が別だろ。それに母さんが生きかえれたのだって魔法のおかげなんだし。
魔女　　　まあそんなことよりお二人さん、対策を練りましょう。

親子　　　対策？

魔女　　　そう、犯罪心理学によると、犯人はもとの現場に帰ってくる、という習性があります。よってそのロボットはいずれここに舞い戻ってくると考えるのがベター。

母親　　　そんな、ではどうしたらいいの？

息子　　　そうだよ。
魔女　　　これを使おうと思います。(人形を運んでくる)
息子　　　こいつで？
魔女　　　そう。生身の人間は急所や弱点が多いためロボットには勝てない。なのでこの人形に強い何かしらの霊を憑依させて戦わせるのです。(変な動き)みゅーっ！

人形、上半身弛緩した後、徐に動き開始。

人形　　　(タマの動き)
息子　　　これは…？

魔女　　　これは…タマのようね。言葉はしゃべらないが相手の話す言葉はある程度は理解できるそうだし、下手したらイクラちゃんより頭いいんじゃないかしら。

息子　　　で、これがロボットと戦うの？
魔女　　　無理無理、失敗よ。

親子　　　やっぱり！

魔女　　　はあっ！(人形の頭をどつく)
人形再び上半身弛緩。

人形　　　ぐわはははははははははは。相撲じゃ相撲。

息子　　　これは…？

魔女　　　これは…デーモン小暮閣下ね。現在10万45歳、金色の髪を派手に逆立て、白色を基調とした顔がトレードマーク。面白いキャラづけよね。聖飢魔IIのボーカリストだったことは今じゃすっかり忘れ去られつつあるみたいだけど。
息子　　　こいつも役に立たずじゃないかっ

母親　　　あ、あ、あなた！(抱きつく)

息子　　　ええええええっ、こいつが親父なのっ？

母親　　　そうよ、この中の人と学生結婚してたの。でもこの人、あの姿でデビューする直前に私の前から姿を消して…。その時に身ごもってたのが、あなたなのよ。あんた、あんたあ…。
人形　　　ぐわはははははは(母親の頭を撫でる)

息子　　　そうだったのか…。

魔女　　　ふうん、そんな事情があったの。でもおどき(母親をどかす)、こいつ自体はロボットには無力だわ。ふうっ！

人形、かかと落とし等のK-1な動き。

息子　　　これは…。
魔女　　　成功ね。これはアンディ・フグよ。

母親　　　フグ？

魔女　　　ええ。(映像開始)1964年スイス生まれ。K-1ファイターの中では決して大きくない体で、負けても負けても立ち上がる不屈の戦いぶりと、彼が得意としていた踵落とし等の華麗な技、そしてCMやTV番組で見せるユーモア溢れる人柄も併せて、K-1の人気を押し上げることに大きく貢献した御方よ。
魔女　　　(明転)でも、でも、彼は急性白血病で死んでしまったの、私が中3の時に。あたしは泣いたわ。泣きわめいたわ。だって、だってね、アンディは、私の初恋の人だったもの。何で、何で死んじゃったの？アンディ。でも、また会えてとても嬉しいわ！(抱きつく)

人形　　　Hello, cute girl.(超シブい声)

息子　　　なんか、すごいね…。

(そこにおどろおどろしい音楽とズシンズシンという足音)

魔女　　　む、どうやら来たようね。

(下手よりロボット登場。出落ちでいいのでありったけ犯罪してきましたって格好を。ブラジャーつけて、パンストかぶって、血のついた包丁持って、札束を詰め込んだカバン持って。)
息子　　　こわっ！何件犯罪してんだよ！

ロボ　　　うぐえへへへへへへ(あきらかにイッちゃった顔と声)悪いこと出来て超幸せ～。
魔女　　　(全員人形の後ろにまわる)さあ今よ、アンディ。私達を守ってちょうだい。
人形　　　アチョー
(闘う。が、ロボットの怪力の前に圧倒される。)
人形　　　あ～れ～。(回転しながら上にはける)
息子　　　フグ弱っ！

魔女　　　(上を向いて)いっちゃいやっ、貴方は1996年K-1 WORLD GPシリーズ優勝者じゃないの！
息子　　　そんなウンチク今はいいから。

ロボ　　　貴様らあたしに、はむかう気があるようね、(気持ち悪いポーズ)びゅーっ！

不快な音楽と照明。魔女・人形・母親苦しみもだえる。息子きょとんとして立つ
母親　　　すごく気持ち悪いわー。

魔女　　　これは…
人形　　　Oh, so bad….
ロボ　　　むほほ。この機械の身体を生かした電磁波攻撃よー。ほれほれもっと苦しめー。
息子　　　みんな何してんの？
ロボ　　　へ、なんでこいつには効かないの！？えいっ、えいっ。

息子　　　そうか、日頃から工学の研究で電磁波浴びまくってるから効かないんだ。

魔女　　　(苦しげに)今よ、やっちゃってあげなさい！

息子　　　うおらー！

が、再びロボットの力の前に圧倒される。

ロボ　　　ほほほ、ぶぁっかじゃないの？いくら電磁波きかないからって素手であたしに勝てるわけないじゃないの！

息子　　　どうしよう、勝てないよ。
魔女　　　あなたはあたしの教科書を読んだのでしょ。ならもう何かしらの魔法が使えるはずだわ。がんばって！
息子　　　そうなの？ええと、魔法の光明は遍く十方の世界を照らす、我に力を！我に力を！
豪壮な音楽、照明

ロボ　　　何、一体何だっていうの？

息子　　　成功したのか！？
魔人、上奥より颯爽と登場。

息子　　　成功した？
ロボ　　　な、なにおまえ。きもいわっ。
魔人　　　貴様にだけは言われたくねえ、ファイトッ！(ゴングの音)
ロボ　　　やるようね、貴方。

魔人　　　ふっ、貴様もな。(の繰り返し、親子は最初固唾をのんで見守っていたがしだいにのんびりしてくる)

魔人とロボット、エンドレスな戦い
魔女　　　成功だわ。

母親　　　一体どうなってるの？

魔女　　　こいつらに相手しか見えなくなる魔法をかけたの。ね、自分の世界にこもっちゃって。さあさ、帰りましょ。

魔女、母親と息子を引率して上奥にはける。エンドレスな戦いが続く中、段々暗転してゆく。
